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コロイド半導体ナノ粒子は量子ドットとも呼ばれ、発光素子、太陽電池、バイオマー

カー等の活用に向けて活発に研究されている。可視波長域で発光するコアシェル型ナノ粒

子であるCdSe/CdSナノ粒子やCdSe/ZnSナノ粒子などは高い発光効率を示すことで知られ、

単一粒子発光実験によるナノ粒子固有の光学特性の理解に利用されてきた[1,2]。特に、粒子

サイズを大きくすると発光波長がレッドシフトするとともに、励起子分子の発光効率が増

大することが報告されている[3]。しかし、近赤外波長域での発光の観測においては、可視

波長域に比べて検出感度が低いことなどの測定上の問題があるため、研究例が非常に少な

い。さらに、励起子分子が効率よく発光する近赤外発光材料を調べることにより、紫外光

で試料を励起した場合に起こるマルチエキシトン生成[4,5]といったユニークな現象を解明

することに繋がる。本研究では、単一粒子分光を用いて、近赤外波長域で発光する CdSeTe

ナノ粒子の励起子および励起子分子の発光特性を研究した。 

試料には、800 nmで発光をする CdSeTe/ZnSナノ粒子（Life Technologies社, Qdot800）

を用いた。励起光には Super Continuum光源を 500 nm付近に単色化した光を用いた。パル

ス繰り返し数は 5 MHzである。発光検出には、近赤外波長域に高い感度をもつ単一光子検

出器を用いた。0.1 秒の積算時間で、発光強度および寿命の時間変化を 50 秒間測定した。

特に、励起子分子の信号の観測を狙って、励起光の強度を増加させた時の発光の特徴を調

べた。発光の減衰曲線の時間変化の測定により、発光強度が高く寿命の長い発光のオン状

態と、強度が低く寿命の短いオフ状態が観測された。オン状態の信号は中性励起子の発光

を反映している。また、オン状態の信号に短い寿命の成分が表れる減衰曲線も観測された。

この信号は、励起子分子発光によるものと考えられる。講演では、発光強度および寿命の

励起光強度依存性の結果をもとに、励起子分子発光について議論する。 

本研究は、科研費(25247052)の助成を受けて行われた。 
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